
事業名：山形県産米と発芽胚芽米を使った高機能粥状食品の開発及び販売

事業概要（新たな活用の視点）
同社は、これまで病院や福祉施設等を対象に、おかず類
のやわらか食の製造を行って来た。

本事業では、地域資源である米に、その発芽胚芽米と米
粉を混ぜた粥状食品を開発する。多忙なビジネスマンやス
ポーツ愛好家、要介護者や食事制限者が短時間で摂取で
きるような主食として利用できる商品とする。また、地域の
特産物（漬物、サクラマス、山形牛等）を添加して味付けを
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特産物（漬物、サクラマス、山形牛等）を添加して味付けを
行い、併せて、独自の技術により特産品の食感を楽しめる
ようにする。

売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）
◆競争力
・本事業で開発する粥状食品は、肥満防止や老化防止効果があると言われているギャバを多く
含む発芽胚芽米を混合させるという特徴を持ち、類似商品に対する差別化が可能である。

・味付けとして地域の特産物を添加する際、添加する食材の持つ食感が損なわれないようコー
ティングする必要があり、新技術を開発中である。

◆市場性
・短時間で摂取でき、米の食感や腹持ちの良さから、スポーツ愛好家や要介護者及び食事制限
者向けの他、子供から高齢者まで幅広い年齢層での利用が見込まれる。

◆販路
・東北地方で店舗展開を行っている大手のドラッグストアや百貨店地下食料品売り場、コンビニエ
ンスストア等への販路を開拓する。
・また、スポーツ大型専門店、地域のスポーツ店、フィットネスクラブ等への販路も開拓する。

地域資源における関係事業者との連携
・商品開発に伴い、当社専属の管理栄養士と外部専門家、山形県内にある東北芸術工科大学と
連携する。
・共同申請者である株式会社米月山が、玄米の発芽調整による食味に注力した発芽胚芽米を主
原料として安定供給する。商品製造は、県内の食品製造業者に委託する。

粥状食品の試作品


